
2.【内容】健康促進のためのトータル保健事業

【事業名】 シニア層の健康促進と自治体へとつなぐ健康事業

主幹健保：花王健康保険組合

1.【目的】シニア層（63～74歳の被扶養者）を健康な状態で自治体につなぐ

① 自治体のニーズを把握したうえで、活き活きとした健康状態のシニア層を「つなぐ」

② 医療費及び前期高齢者納付金の縮減による「健保組合財政の安定運営」

健保組合 自治体

【ニーズ】
健康な状態でバトンタッチ

【出来ること】
健康な状態への啓発

生活行動の改善や健診習慣をつける

生活習慣病を重症化させない

健康に対する意識を上げる

①健診未受診者層へのケア

②健診受診者層へのケア

③トータルケア

自治体のニーズや健康づくりの連携強化

④自治体との連携
・居住自治体への

健康課題アンケート＆ヒアリング

健康なシニア

「つなぐ」

健保加入時から情報提供

・居住自治体の健康づくりの情報
・モデル自治体との連携健康な方も含めた

維持増進

参加健保数：５健保 うち加入者1万人未満の健保の割合：60％

コンソーシアム

共 通 課 題

1花王健保



■ シニア層の健康促進にむけたアプローチ ------ p.3

■ 活動における達成度（ Output・Outcome ) ------ p.4

■ 本事業の全体フレーム ------ p.5

■ 活動から分かったこと

Ⅰ. 健診未受診者層へのケアについて ------ p.6~7

（生活問診アンケートと医療費との相関関係）

Ⅱ. 健診受診者層へのケアについて ------ p.8

（高血糖・高血圧者への生活習慣改善プログラム）

Ⅲ. 自治体のニーズや連携について ------ p.9~10

（ニーズ調査と健保と自治体の連携例）

■ 成果物一覧 ------ p.11~12

（創意工夫と検証事例）

３．主な結果・活動報告
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【健康促進にむけたアプローチ】
シニア層600名に合わせたアプローチ（健診未受診層・健診受診層（高血糖/高血圧）・健康層）

居住自治体への実態調査結果により連携強化およびシニア層への健康づくり情報を提供



◎

◎

○
◎

①健診未受診者層へのケア

②健診受診者層へのケア

③対象者全員のケア

④自治体との連携

◎

◎

Output Outcome 

【活動における達成度】
シニア層へのメッセージや自治体へのアンケートなどを、分かりやすく、ニーズに沿った活動を行う
ことで全てのアウトプット目標・アウトカム目標を達成することができた。

アドバイスシート送付後の健康意識変容率
目標30％以上 → 実績61％（健康意識向上）

未受診者から次年度受診予定への意識変更率

目標20％以上 → 実績23％（19／3調査）

重症化予防・受診勧奨後の改善率
目標70％以上 → 実績78.6％（食事・運動）

目標30％以上 →   実績51.4％（通院受診）

個人の行動変容
健康意識がひくめな方→約36％が健康意識向上

リーフの内容評価(自治体)→ 約73％有効

個人向け居住自治体福祉情報提供(情報収集可能分)

目標70％以上→実績100％（221自治体、369名)

自治体の実態・ニーズを取りまとめフィードバック
→ 実績100％
→ 加えて、5自治体と連携推進

未受診者の生活問診アンケート回答率
目標50％以上 → 実績72.8％

未受診者への個別結果フィードバック送付率
目標90％以上 → 実績100％

個人への健康情報紹介
すこやかライフ10のルール作成配布→実績100％
喪失者用「国保での健康づくり」リーフレット

高血糖・高血圧の重症化予防・受診勧奨
申込率目標10％以上 → 実績21.6％
継続率目標80％以上 → 実績100%

居住自治体のアンケート回答率

目標40％以上 → 実績82.9％
（282自治体）

※目標より20％以上の効果があった場合◎とした

◎

◎

○

○
◎

◎

○

生活行動の改善や健診習慣をつける

自治体のニーズや健康づくりの連携強化

健康に対する意識を上げる

生活習慣病を重症化させない
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【本事業の活用例】

今までの保健事業 本事業のノウハウ

健診を受け、
結果を確認する

健診を受ける習慣をつける

■健診未受診者への
「生活問診アンケート」

■「ライフスタイルアドバイス
シート」による習慣づけ

健康に対する意識を上げる

■居住自治体の福祉情報・
共同連携リーフレット

■「すこやかライフ10のルール」
による健康啓発

健診結果が
行動変容へ
つながりにくい

生活習慣病を重症化させない

■血糖・血圧に着目した
生活習慣改善プログラム

■要治療・注意群への
指導・受診勧奨

主に特定保健
指導が中心

ずっと健康でいられる

医療費・納付金の縮減

実践

確認実感

動機

【本事業の全体フレーム】
健保組合の「特定健診・特定保健指導を中心とした保健事業」に本事業をプラスすることで、
健診未受診者の生活習慣把握や受診者を含めた健康意識の底上げを図ることが出来た。
また、費用や作業負担面でも健保組合が「無理なく事業を継続できる」モデルが出来た。

【健保と自治体が連携した保健事業】
■健診を定期的に受診し、さらに健康意識を上げる

ことで、生活習慣病の発症や重症化を予防し、
健康を実感できる

■自治体と「つなぐ」ことで健康意識を持ち続けられる
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【 Ⅰ‐① 活動から分かったこと】
未受診者の方を対象に、まずは生活問診アンケート及び個別フィードバックアドバイスを行うことで
全体の約20％、もともと意識が低かった人の約36％に意識変容が見られた。

未受診者層へのケア



【 Ⅰ‐② 活動から分かったこと】
健診未受診者は必ずしも健康無関心層ではない。 健診を受けていない人でも、アンケートの
回答内容でおおよその健康状態の把握や書面啓発だけでも健康意識向上が期待できる。
また良い健康習慣の方は医療費が低めという、相関関係をみることができた。

未受診者層へのケア(考察)



【 Ⅱ 活動から分かったこと】
全体参加率が、21.6％(他社平均参加率13.7％)と高かった。啓発優先度の高いB・C群の未通院者の
参加が多く、重症化予防の一歩となる。また重症化予防においては参加した人の約78％に改善が見られ、
参加満足度も100％であったことは大きな成果である。

健診受診者層へのケア



【 Ⅲ-① 活動から分かったこと】
多くの自治体が、健保加入中から健康意識を上げ、健康な状態で「つなぐ」ことを期待している。
また、自治体の健康事業紹介など、健保との共同事業を期待している。

自治体のニーズや連携



【 Ⅲ-② 健保と自治体との連携事例】

自治体と健保組合との共同連携リーフレット
→ 居住自治体の健康事業を該当する加入者にお届けし、健康づくりに活用

大阪市和歌山市

健保組合

両面印刷

（モデル例）健康事業を健保と自治体がコラボする

・東京都墨田区 ：健診結果情報やがん検診等について
・和歌山県和歌山市 ：地域の健康づくり啓発案内
・大阪府大阪市 ：歯周病検診等の実施案内
・埼玉県さいたま市 ：ウォーキング事業による健康づくりの案内
・愛知県知多郡武豊町 ：国保への切替えメッセージ（武豊町版作成）

自治体のニーズや連携

＊掲載について自治体様の了解済 10花王健保
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成果物一覧

トータルケア 成果物 内容 主な利用者

①健診未受診者層
へのケア

生活問診アンケート
健診未受診者向けに生活行動の
アンケート16項目

加入者

ライフスタイルアドバイスシート
アンケート結果からの個別フィードバック
用評価シート

加入者

行動変容アンケート
アドバイスシートから行動変容に関する
終了後アンケート10項目

加入者

②健診受診者層
へのケア

生活習慣改善プログラム(4パターン） 高血糖者への重症化予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 加入者

生活習慣改善プログラム(4パターン） 高血圧者への重症化予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 加入者

③トータルケア
（自治体からの要望も
組み入れた健康情報の紹介）

居住自治体の福祉情報
被扶養者居住地の自治体福祉サービ
ス情報

居住地加入者

すこやかライフ10のルール
健診受診・再検査・ジェネリック・シニア
の健康等のルールブック

保険者
加入者

国保での健康づくり案内
健保から国保切替者へ配布する健康
づくり継続メッセージ

保険者

④自治体との連携 自治体健康推進アンケート
自治体の健康課題や健保組合に期待
することなどの調査

自治体
保険者

自治体へのフィードバック 調査結果を回答自治体へフィードバック
自治体
保険者

共同連携リーフレット
健保と自治体の連携リーフレット
（健康情報の紹介）

居住地加入者

※上記成果物の原本管理は、花王健康保険組合が行っています
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自治体情報より
国保へ切替時の案内

創意
工夫

効果
検証

生活習慣改善プログラムへの
招待フォーム（高血糖/高血圧）

未受診者へ生活問診アンケートフォーム

○資料に関して自治体より意見収集
好意的回答73％・改善ありは都度修正済
＊具体的活用は2019年度よりとなるが、
可能な範囲で各保険者にも展開したい

【成果物 事例紹介】 創意工夫と効果検証（一部）

・朝から夜までの生活に沿って項目設定
・７つの健康習慣や健診問診内容を挿入
・明朝体でやさしく、表紙は季節の挨拶風
・回答は選択制でクイズやイラストで楽しく

○招待フォームで参加反応は高かった
○血圧計等の貸与も効果的
○体験者の声は有効
△重症化要治療群の参加率は若干低め

・招待状形式で案内内容をわかりやすく
・特別期間の無料であることを表示
・加入健保の封筒で安心案内
・被保険者に事前告知(適宜）

・国保の健康づくり案内は自治体の要望
・健康づくりは共有事業を中心に紹介
・全国保険者が使用できるようシンプルな
作成を心掛けた

○未受診者からの期待以上の回答率
○5健保共同名記載で新鮮さも効果UP
○アンケートを回答することで、本人の生活
行動の振返りにつながった(アンケート回答より）
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5健保・事業者含めた連携の強さと知恵の結晶

４．本モデル事業に参加してみての感想

13花王健保



5. 共同で実施する保健事業を効果的・効率的に進めていくために必要な手順と留意点

STEP1 複数の健保が共同でデータ分析を行い、共通の課題を見つけ出す

本事業では、これまで保健事業の対象になりづらかったシニア層（63～74歳の被扶養者）に着目しました。

一つの健保だと人数が少なく課題が見えづらいシニア層に対し、複数の健保が共同でデータ分析をすることで
共通の課題を見つけ出すことができ、事業の方向性が定めやすくなりました。

STEP2 複数の健保が役割分担し、並行する多くの作業をスケジュールどおりに実施する

本事業では、短期間でシニア層の状況把握や自治体のニーズ把握をする必要があり、多くの作業を並行して

実施する必要がありました。一つの健保だと多くのシニア層や自治体にアプローチできないところ、複数の健保が

役割分担してスケジュールどおりに実施することで、多くのノウハウを得ることが出来ました。

STEP3 複数の健保が密に連携し、意見を出し合うことで、真に健保が主体となる保健事業モデルを構築する

本事業では、健保が費用や作業負担面でも無理なく事業を継続できることを目指しました。

委託事業者任せにせず、真に健保が主体となるため、複数の健保が密に連携し、事業運営委員会の場で
意見を出し合うことで、多くの健保や自治体の参考になると思われるモデルをつくることが出来ました。
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